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阿南市商工業振興センター（以下「センター」という。）の指定管理者が行う業務 

の内容及びその範囲等は、本水準書の定めるところによる。 

 

１　基本となる指針 

⑴　業務目的 

センターの円滑な管理運営及び設備の適切な維持管理を行うことにより、セン 

ターの公平な利用を確保するとともに、センターを活用した事業を実施し、阿南 

市（以下「市」という。）内の商工業の振興を図ることを目的とする。 

⑵　基本方針 

①　円滑な運営及び適切な維持管理を行うため、関係法令等を遵守すること。ま 

た、施設の管理運営に係る各種規程、要項等を制定する場合は、市と協議する 

こと。 

②　商工業者の育成と資質の向上を図るための相談窓口業務や、センター施設を 

活用した施策の推進を関係団体等と連携を取り実施に努めること。 

③　センター内室等の有効活用を図り、稼働率の向上とともに商工業の振興のた 

めの施設活用事業の実施に努めること。 

④　利用者の意見や要望等を管理運営に反映させるとともに、利用者の平等かつ 

公平な利用を確保すること。 

⑤　効率的な運営を行い、経費の縮減に努めること。 

⑥　災害時や緊急時に備えた危機管理を徹底すること。 

 

２　運営体制 

⑴　業務の適正な履行のため、必要な職員を配置し、人員体制を確保すること。 

⑵　職員の勤務体制は、センターの運営に支障がないように定めること。 

⑶　防火管理者など、法で定める有資格者を置くこと。 

⑷　各種業務の責任体制を確立すること。 

⑸　事業を企画、運営するための知識やノウハウ、経験を有する職員を必要に応じ 

置くこと。 

⑹　職員に対して、施設の管理運営に必要知識、経験を積むことができる研修等の 

実施に努めること。 

 

３　関係法令の遵守 
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事業の遂行に当たり遵守すべき法令等は、次のとおりとする。 

⑴　地方自治法、地方自治法施行令ほか行政関係法規 

⑵　労働基準法はじめ労働関係法規 

⑶　阿南市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例 

⑷　阿南市商工業振興センター条例（以下「センター条例」という。） 

⑸　個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）等個人情報保護関係 

法令例規 

⑹　阿南市情報公開条例・阿南市情報公開条例施行規則 

⑺　消防法、水道法その他施設又は設備の維持管理又は保守点検に関する法令 

⑻　その他関係法令 

 

４　指定管理者が実施する業務 

指定管理者が実施する業務内容は、次のとおりとする。 

⑴　センターの施設又は備品の利用に関する業務 

地域産業開発室、展示ホール等の施設の供用について、その機能を最大限発揮 

させるよう工夫し、各種製品の展示、催し、研修及び会合等の施設の供用が円滑 

に提供できるようにすること。 

⑵　市内商工業の振興に関する業務 

①　市内商工業者の育成と資質の向上を図るため情報収集及び提供を行うこと。 

②　センターが市内商工業の拠点となるよう努めること。 

⑶　センターの利用の承認に関する業務 

利用者の受付及び利用の管理に関する業務 

①　利用者等からの問合せ（施設、料金、空き状況等）、相談や苦情に対応する 

こと。 

②　室及び備品等の利用希望者に対する受付業務及び施設内案内をすること。 

③　センター条例第５条の規定に基づき、利用の承認をすること。 

④　センター条例第６条及び第７条の規定に基づき、利用の承認の取消し等制限 

　をすること。 

⑷　センターの利用料金の徴収に関する業務 

センター条例第１０条の規定に基づき、指定管理者は利用者から利用料金等を 

微収する。 

センター利用料金等は、参考資料④を参照。 
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⑸　センターの施設等の維持及び修繕に関する業務 

施設の機能を維持し、利用者へのサービスが円滑に提供され、施設の利用者が 

安全かつ快適に利用できるよう適切な維持管理計画のもと業務を実施すること。 

①　清掃・衛生管理業務 

②　冷暖房保守点検業務 

③　保安警備業務 

④　電気工作物保安管理業務 

⑤　合併処理浄化槽保守点検業務 

⑥　合併処理浄化槽清掃業務 

⑦　合併処理浄化槽法定検査業務 

⑧　消防用設備保守点検業務 

上記業務については、１１ページから１５ページの〈個別業務の取扱い基準〉 

を参照すること。 

　⑹　センター利用の広報に関する業務 

⑺　夜間(午後６時から午後１０時まで)・土日・祝日に行う業務 

⑻　施設の保守点検及び清掃業務等の維持管理業務等で外部に委託する場合は、そ 

れらの業務内容及び委託先の選定方法等を含めた再委託の考え方を示すこと。 

(注)再委託 

指定管理者が業務の全部を一括して、又は業務の主たる部分を第三者に委託 

又は請け負わせることを禁止する。ただし、指定管理者が市の承諾を得た場合 

は、業務の一部を第三者に委託又は請け負わせることができる。 

⑼　自主事業等 

施設の設置目的に沿いつつ、民間のノウハウを生かして市民及び事業者サービ

スの向上や施設の稼働率アップを図ることを目的として、自らの創意工夫と自己

資金によって独自に事業を企画・実施すること。 

⑽　その他施設の運営に関し市長が必要と認める業務 

 

５　管理の基準 

⑴　センターの休館日及び開館時間 

①　休館日 

ア　月曜日。ただし、その日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７ 

８号）に規定する休日（元日を除く。）に当たるときは、その日後においてそ 
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の日に最も近い休日でない日 

イ　１２月２９日から翌年の１月３日までの日（アに掲げる日を除く。） 

②　開館時間 

開館時間は、午前９時から午後１０時まで。 

（注）利用者ニーズに応えるため、あるいは保守点検等施設の安全性を確保するた 

め等必要な場合は、休館日及び開館時間を変更することができるが、その際は 

あらかじめ市長の承認を受けること。開館時間を超えて供用する場合の必要経 

費は、原則として指定管理者の負担とする。 

⑵　利用の承認 

指定管理者は、センターの利用者に対し、利用の承認を行う。承認に際しては、 

平等かつ公平な利用の確保に十分留意すること。 

 

６　備品の取扱い 

⑴　市は、参考資料⑥備品一覧に記載する備品（以下「市有備品」という。）を無償 

で指定管理者に貸与する。 

⑵　市有備品が経年劣化等により本業務の実施の用に供することができなくなった

場合は、必要に応じて、市が当該備品を調達する。ただし、１件１０万円以下の市 

有備品の更新については、修繕費として指定管理者が調達することとし、当該調達 

備品は、市に帰属するものとする。 

⑶　指定管理者は、故意又は過失により市有備品を毀損滅失したときは、当該備品と 

同等の機能を有するものを調達することとし、当該調達備品は、市に帰属するもの 

とする。 

⑷　指定管理者は、任意により市有備品以外の備品を調達し、本業務実施のために供 

することができることとし、当該備品は、指定管理者に帰属するものとする。なお、 

調達に関しては、市に事前に報告するものとする。 

 

７　修繕 

⑴　指定管理者は、施設及び附属設備の機能及び性能を維持するため、計画的な修繕 

及び発生した不具合の修繕等、大規模修繕以外の修繕を実施すること。 

⑵　指定管理者は、大規模修繕（センターの機能を変更することを目的とする修繕及 

び耐用年数を著しく延長することとなる修繕若しくは、１件１０万円を超える修繕

をいう。以下同じ。）を除く修繕費用を負担するものとする。 
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８　業務に必要な経費 

指定管理料の上限となる額 

(単位：千円)  

（注）指定管理料上限額は、消費税及び地方消費税を含んでいる。  

 

９　指定管理料及び経理等  

⑴　指定管理料の額 

指定管理料の額（消費税及び地方消費税を含む。）は、収支計画書（様式第８

号）における固定費、運営費、維持管理費を合計した額から利用料金収入の額を

控除した額とする。 

⑵　指定管理料の支払 

年度ごとに市と指定管理者が協議の上、締結する年度協定に従い、指定管理者 

の請求に基づき市が支払う。 

　⑶　指定管理料の精算 

センターの適切な管理運営の結果、利益が生じた場合において、指定管理料の

精算（返還）は原則として行わず、またこの逆に、指定管理者が当初見込んだ利

用料金収入等が得られなかった場合においては、指定管理料の補填は原則として

行いません。 

⑷　帳簿、会計書類の作成及び保管 

指定管理者は、経理規程を策定の上、帳簿及び会計証拠書類を備え、適正に会計 

を処理するとともに、帳簿及び会計証拠書類は、５年間保管すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
区  分 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

 指定管理料上限額 ５，８００ ５，８７０ ５，８００
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10　リスク分担表 

 

 

 

項目 内容

負担者

 
市

指定 

管理者
協議

 物価の変動 光熱水費等の変動に伴う経費の増 ○※１

 法令等の変

更

管理運営等に直接影響する法令等の

変更
○

 

税制変更

消費税（地方消費税を含む）率等の変

更
○

 法人税・法人住民税率等の変更 ○

 施設の管理運営に影響を及ぼす法令

等の変更に伴う経費の増
○

 
資金調達

資金調達ができなくなったことによ

る管理運営の中断
○

 不可抗力 

※２

不可抗力による管理運営の中断
○

 

管理運営の 

中断・中止

市に帰責事由があるもの ○

 指定管理者に帰責事由があるもの ○

 それ以外のもの ○

 

施設、設備 

備品の損傷

指定管理者に帰責事由があるもの ○

 指定管理者が設置した備品・設備 ○

 それ以外のもので１件当たり１０万

円以下の修繕費
○

 施設利用者

等への損害

賠償

市に帰責事由があるもの ○

 指定管理者に帰責事由があるもの ○

 それ以外のもの ○

 施設の火災 

保険の加入
○

 包括的 

管理責任

施設設置者としての包括的責任（管理

瑕疵は除く）
○

 ※１　物価変動への対応については、別に定める。 

※２不可抗力：災害（暴風、豪雨、洪水、地震等）、火災及び感染症の流行など
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11　その他の事項 

⑴　管理運営状況に関するアンケートの実施 

利用者の要望に応じた管理運営のため、センターの管理運営状況に関するアン 

ケート調査等を実施すること。 

⑵　業務報告等  

①　指定管理者は、毎月終了後１０日以内に、月次業務報告書を市に提出するこ 

と。 

②　指定管理者は、年度終了後３０日以内に、事業報告書を市に提出すること。 

⑶　セルフモニタリング 

指定管理者は、施設の効果的かつ効率的な管理運営及びサービス向上の観点か 

ら、毎月セルフモニタリングを実施すること。 

様式等詳細については、協定書において定める。 

 

12　情報管理と情報公開 

⑴　業務の実施を通じて知り得た情報 

指定管理者及び本業務の全部又は一部に従事する職員は、本業務の実施によっ 

て知り得た秘密及び市の行政事務等で一般に公開されていない事項を外部に漏ら 

し、又は他の目的に使用してはならない。 

また、指定管理者の指定期間が満了し、指定が取り消され、又は従事者の職務 

を退いた後においても同様とする。 

⑵　個人情報 

指定管理者は、公の施設の管理業務を市に代わって行うため、個人情報の保護 

に関する法律（平成１５年法律第５７号）の規定により、業務上の守秘義務を負 

うことになり、指定管理業務を実施するに当たって個人情報を取り扱う場合はそ 

の取扱いに十分留意し、漏えい、滅失及び毀損の防止その他個人情報の適切な管 

理に努め、個人情報の保護を図るため必要な措置を講じることとする。 

個人情報の漏えい等の行為には、個人情報の保護に関する法律に基づき罰則が

適用される場合がある。 

必要な措置の詳細については、協定書において定めることとする。 

⑶　情報公開 

指定管理者は、指定管理者業務に関して保有する情報の公開について阿南市情 

報公開条例に規定する措置を講じるよう努めるものとする。 
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13　事業計画書 

⑴　施設の管理運営方針　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式第７－１号） 

指定管理者制度の導入目的である、「市民の平等な利用の確保」、「利用者へ

のサービス向上」、「管理コストの削減」について、どのようなノウハウを活用

し事業展開を図るか、その方針について、抱負も含めて具体的に記入すること。 

⑵　利用者ニーズの把握・分析と利用促進　　　　　　　　　（様式第７－２号） 

どのようにして利用者ニーズの把握と分析を行い、管理運営に反映し経済的・

効率的な施設運営の実現を図るか、具体的かつ現実的に記入すること。 

⑶　自主事業等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式第７－３号） 

１階地域産業開発室や２階展示ホール等を活用した自主事業等の計画について

具体的かつ現実的に記入すること。 

また、事業コストを削減するために、企業協賛や有料イベント等の提案がある

場合も記入してください。なお、計画策定に当たっては、従来の枠組みに捕らわ

れず貴団体の自由な発想に基づく創意工夫をできる限り加味するよう配慮するこ

と。 

⑷　適正な維持管理　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（様式第７－４号) 

センター内施設の日常的、定期的な安全管理、清掃業務、設備保守点検、施設

の修繕費について、基本的な考え方及び重視するポイントを、指定管理者として

目指す阿南市商工業振興センターの将来像とともに、各業務ごとに具体的な方法

及び内容、頻度等について記入するとともに、年間の作業計画表（様式任意）を

作成すること。 

⑸　管理運営体制等　　　　　　　　　　　　　　　　（様式第７－５号～７号） 

業務を遂行するための具体的な実施体制について、内部の体制、協力会社の構 

成、職員の技術や能力育成をどのように行うか等について計画を記入すること。 

また、業務が適正に遂行されていることを確認することを目的として行うセル 

フモニタリングの方法についても記入すること。 

なお、センター内にどのような能力（資格等）や雇用形態の職員を配置して業 

務を遂行するか、職員体制及び組織図、配置人員、勤務体制表、責任者の権限、 

職員研修方針（様式任意）、協力法人一覧について記載すること。 

⑹　地域への貢献・地域との連携について　　　　　　（様式第７－８号～９号） 

地元雇用及び地元企業への業務の委託について、基本的な方針及び計画を具体 

的に記入すること。 
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また、地域の関連団体（地元企業、自治体、ボランティア団体等）や商工業関 

連団体とどのように連携してセンターを管理運営するか、方針及び計画について 

具体的に記入すること。 

⑺　危機管理・環境への配慮について　　　　　　（様式第７－１０号～１１号） 

危機管理について、情報管理、事故予防、災害・緊急時の対応体制、職員等の

教育等について、その考え方を記入すること。 

また、センターの管理運営業務を行うに当たって、環境にどのように配慮する

かについて、その考え方を具体的に記入すること。  

⑻　事業計画書総括表　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式第７－１２号）  

事業計画書の提案内容を項目ごとに計１００字以内で、要点を箇条書きにする 

こと。 

 

14　収支計画書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式第８号） 

管理運営業務に係る次の経費について収支計画を提案すること。  

①　固定費（人件費、光熱水費等） 

②　運営費（消耗品費、印刷製本費、手数料、修繕費、電話代、Wi-Fi代等） 

③　維持管理費（清掃費、合併浄化槽保守点検等） 

 

15　指定管理業務に係る指標（数値目標）設定表　　　　　　　　　（様式第９号） 

指定管理業務に係る評価の視点として、「１　施設の設置目的の達成に関する

取組（有効性）」及び「２　効率性の向上に関する取組（効率性）」に対し「評

価項目」、「指標項目」を設定しているため、それぞれの指標項目について指標

（数値目標）を設定すること。　　　　　　　　 

 

16　施設の目的外使用等  

自動販売機の設置等施設の目的外使用許可については、市が行い、その使用料は 

市が徴収する。 

 

17　危機管理への対応 

⑴　指定管理者は、自然災害、人為災害、事故等のあらゆる非常事態に備え、事前 

に対応マニュアルを作成し、市に報告するとともに、職員を指導すること。 

⑵　指定管理者は、次の各号に該当する場合には、直ちに対応し、市に速やかに報 
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告するものとする。  

①　災害その他の事故により、負傷者等が発生したとき。  

②　災害その他の事故により、施設に係る市の財産が滅失したとき。  

③　施設の利用を中止する必要が生じたとき。  

④　その他業務実施上、不測の事態が生じたとき。  

⑶　センターは、阿南市地域防災計画で指定避難所として指定されており、地震・津 

波災害時には避難所を開設し、市民にセンターを開放するとともに適切な対応をと

ること。  

 

18　各種保険への加入 

⑴　火災保険は、市が加入する。  

⑵　施設賠償責任保険  

①　管理運営の瑕疵に係る賠償責任保険は、指定管理者が加入すること。ただし被 

保険者は市と指定管理者とする。  

補償額については、下記以上の保険に加入すること。  

１人当たり限度額１億円  

１事故当たり限度額５億円  

②　施設の瑕疵に係る賠償責任保険は、市が加入する。  

 

19　原状回復 

⑴　指定期間の満了等による場合  

指定管理者は、施設又は附属設備の変更をしようとするときは、あらかじめ市と 

協議しなければならない。  

また、当該指定管理者の指定の期間が満了したとき、又は指定を取り消されたと 

きは、市の指示するところにより、施設又は設備を原状に回復しなければならない。 

⑵　毀損滅失した場合  

指定管理者は、施設及び設備を毀損滅失したときは、市の指示するところにより

施設若しくは設備を原状に回復し、又は損害を賠償しなければならない。  

 

20　環境への配慮 

施設の周辺の環境整備については、十分留意すること。  

21　業務不履行時の手続 
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指定管理者が管理運営サービス水準を満たしていないと市が判断したときは、以 

下の措置をとる。 

⑴　市は、指定管理者に対し、改善措置を勧告し、指定管理者は、改善計画書を提 

出する。 

⑵　市と指定管理者から構成する関係者協議会で改善計画書の妥当性を検討する。  

⑶　市は、改善計画書に従った業務の改善が認められているか判断する。  

⑷　市は、改善が認められないと判断した場合、違約金相当額を指定管理料から減 

　額する。なお、違約金の詳細については、協定書において定めることとする。  

⑸　市は、⑴から⑷までを経ても、なお、業務の改善が認められないと判断した場 

　合、又は同一の対象業務において連続して２回の違約金徴収措置を経た後、更に違 

約金を徴収すべき事由が発生した場合にも、指定管理者の指定を取り消し、又は、

管理運営業務の全部若しくは一部の停止を命ずることができる。  

 

22　協議 

この水準書に定めるもののほか、指定管理者が行う業務の内容及びその処理につ 

いて疑義が生じたときは、市と協議し、決定する。 

〈個別業務の取扱い基準〉 

次の⑴から⑻までの業務については、それぞれ積算根拠を示すこと（様式自由）  

⑴　清掃・衛生管理業務  

①　施設の環境を維持し、快適な環境を保つための清掃業務（日常清掃、定期清 

掃）の実施  

ア　日常清掃業務は、休館日（センター条例第３条に規定する日。）及び土日、

祝日（休館日を除く。）を除き、作業表（参考資料⑦）に基づき、次の業務 

を実施する。  

〈床面清掃〉 

床は、掃き掃除、掃除機を使用して吸塵するものとする。また、水拭き 

すること。カーペットの清掃は、掃除機により塵ほこりを除去するととも 

に、著しい汚れは、水拭き等により除去すること。 

〈紙屑等の処理〉 

各清掃場所から回収した紙屑等は、所定の場所に集積し定期的に法に照 

らし処理すること。 

空きビン・空き缶などの不燃物、水分が多く焼却が困難なもの、ビニー 
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ルプラスティック製品、机、椅子等の不用品等は、所定の場所に置いてお 

き、定期的に法に照らして処理すること。 

〈便所、洗面所、湯沸場の清掃〉 

便所、洗面所のタイル張床は、水洗いし、後に水分が残らないようにす 

ること。洗面所の鏡、洗面器、便所の便器等は、汚れに応じて、水洗いか 

洗剤で汚れを除去すること。 

〈手摺り、扉等の清掃〉  

塵払いの後でから拭き、特に汚れやすい箇所は洗剤等で汚れを除去する 

こと。 

〈植栽管理・清掃〉  

　　  建物外回り（駐車場含む。）及び花壇等の植栽の剪定・草抜き等を適切 

に実施すること。また、荒ゴミ等の回収及び処理についても、定期的に法 

に照らし処理すること。 

イ　定期的な清掃及び衛生管理については、次の業務を実施する。詳細につい 

ては、作業表（参考資料）を参照のこと。 

・　洗浄液を塗布し、汚れを除去し、樹脂ワックスによりつや出しをするこ 

と。（ビニール・塩ビタイル部分　年２回）とすること。 

・　外窓ガラスの清掃（年２回） 

・　建築物における衛生的環境の確保に関する法律（昭和４５年法律第２０ 

号）第４条に基づく測定、検査、清掃等を実施すること。  

・　ねずみ等の衛生害虫防除業務を６か月以内ごとに１回行うこと。  

・　飲料水貯水槽清掃業務及び飲料水水質検査業務  

（ｱ）貯水槽の清掃・点検・消毒を年１回適法により実施すること。  

（ｲ）飲料水の水質検査を年２回適法により実施すること。  

②　清掃業務を遅滞のないようにするため、作業員は適正な人員を配置すること。 

③　作業実施状況を日誌に記載すること。 

④　高所、通路上における作業の場合は、執務に支障のないようにするとともに 

職員及び通行人の安全を確保するための措置を講ずるものとする。 

⑤　作業のため、机、椅子等の物品を移動するに当たっては、損傷しないように 

取り扱い、作業終了後元の位置に復するものとする。  

⑥　消耗品の補充  

・　トイレットペーパー・手洗洗剤等トイレ内で必要とする消耗品を適宜補 
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充すること 

・　センター内の電球等を適宜取り替えること。 

⑵　冷暖房保守点検業務  

①　保守対象 

１階、地域産業開発室・事務室・警察官詰所系統 

２階、展示ホール系統 

２階、ホワイエ系統 

②　保守点検業務内容（冷房、暖房稼動前の年２回）  

ア　空調機保守点検業務 

・　電気系統点検 

・　保安機器、制御機器の作動確認及び調整 

・　試運転調整  

イ　設備関係 

・　フィルター等清掃（年２回） 

⑶　保安警備業務  

・　施設内の秩序を維持し、事故、盗難、破壊等の犯罪及び火災等の災害の発生を 

警戒し、及び、防止し、財産の保全を図るとともに、利用者の安全を守ること。  

・　警備基準時間は、午後１０時から翌日午前８時３０分までとする。ただし、１ 

月１日から同月３日まで及び１２月２９日から同月３１日までの日は、午前８時 

３０分から翌日午前８時３０分までとする。 

・　警備基準時間には、火災・盗難等異常事態を自動的に通報できる警備態勢をと

ること。 

⑷　電気工作物の保安管理業務  

指定管理者が行う点検、測定及び試験は、電気工作物の種類に応じて原則として 

次のとおり行うこと。  

①　定期点検  

月次点検は、主として運転中の施設を点検することをいう。 

年次点検は、主として、施設の運転を停止して点検することをいい、毎年１回 

行うこと。  

②　臨時点検 

臨時点検は、異常が発生し、又は発生するおそれがある場合など、必要に応じ

てじて行うこと。 
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③　電気工作物 

非常用予備発電装置、発電所、受配電設備及び電気使用場所の設備をいう。 

⑸　合併処理浄化槽保守点検業務　　   

型式　JRN2-15A3-36　　処理方式　接触曝気方式　　処理対象人員　150人 

処理水量　36㎥/日以下　　流入水質　BOD200mg/L以下　SS250mg/L以下　　 

放流水質　BOD20mg/L以下（日平均）　SS40mg/L以下（日平均） 

①　点検回数　２週間に１回以上 

②　全般的保守点検作業  

保守点検の基準は、浄化槽法及び浄化槽法施行規則等関係法規を厳守し、環 

境衛生上の諸注意に留意し、作業を実施すること。 

ア　マンホール蓋覆い網等を点検して大雑物を取り除くこと。  

イ　管ます等について汚物の滞流閉塞の有無を点検し、必要な措置をとること。  

ウ　放流先、放流管の異物の生成の有無、放流先の水位との関係を点検し、必 

要な措置をとること。  

③　水質点検 

流入水、曝気槽、沈殿槽、放流水の水位を点検し、異常の場合は、原因を追 

求すること。 また、関係法令等を厳守し、水温、ＰＨ、ＳＶ、ＤＯ、透視度、 

残留塩素等の測定を適宜実施して機能の状況を見ること。 

④　チカイエカ、ろ床バエ等の発生を認めた場合は、防止措置と駆除を行うこと。  

⑤　浄化槽の水中ポンプ及びブロワポンプ等のオイルの補給及び補助用薬剤の補 

給をそれぞれの装置の仕様に従い、適切に行うこと。  

⑥　作業終了後は、「浄化槽保守点検票」に必要事項を記入し、速やかに報告す 

ること。 

また、報告書は、３年間保存すること。 

⑹　合併処理浄化槽清掃業務  

①　清掃回数　年１回以上（清掃記録は、３年間保存） 

②　曝気を一時停止し、曝気タンク内の静止を待って濃度が１０％から１５％に 

　なるよう下底から汚泥の引き抜きをすること。  

③　曝気装置の付着物、又は爽雑物を取り除き、清掃すること。  

（特に紙片、綿片、汚泥などの絡み付きに注意して清掃すること。）  

④　沈殿室スカム及び越通ぜきの付着物を取り除き、壁体に汚泥が付着している 

場合は、これをかき落として洗浄すること。  
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⑤　沈殿室下底の汚泥移行部分及び構造上汚泥が埋積され易い部分に留意して清 

掃すること。  

⑥　駆動部分を清掃すること。  

⑦　汚泥引き抜き後は、引き抜き汚泥と同量の清水で充たし補充すること。ただ 

し、この補充水の供給は、指定管理者に依頼し、槽壁に付着した汚泥は、洗浄 

し、引き抜いて張り水すること。  

⑧　消毒装置は、異物を取り除いて清掃すること。  

⑨　清掃後は、その周辺に付着した汚物を十分に洗浄し、洗い流すこと。  

⑺　合併処理浄化槽法定検査業務  

①　浄化槽法第１１条により、年１回の法定検査を実施すること。 

②　検査結果により、不備のある項目については速やかに改善を行うこと。 

⑻　消防用設備保守点検業務  

①　点検内容  

「消防用設備等の点検の期間、方法及び結果報告書の様式を定める告示」（ 

昭和５０年消防庁告示第３号）及び「消防用設備等の点検の基準及び消防用設 

備等点検結果報告書に添付する点検票の様式を定める告示」（昭和５０年消防 

庁告示第１４号）に基づく外観点検、機能点検及び総合点検 

②　センター内の消防設備等の種類 

ア　自動火災報知設備  

受信機１台、副受信機1台、感知器（差動式スポット型４９個、定温式 

スポット型３個、煙感知器１１個）、発信機４個 

イ　粉末消化設備 粉末消火器６台 

ウ　誘導灯１５灯 

エ　防火戸 消防用配線設備１式 
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〈審査基準項目〉 

　　審査基準項目により、指定管理者の候補予定者が適切な管理運営を行えるかを審 

　査する。 

 

 審査基準 具体的な審査項目 配点内訳

 １ 住民の平等

な利用の確

保に関して
１－１

平等な利用のために適切な方策がとら

れているか
１０

 ２ 施設の効果

の最大限の

発揮及び施

設の効率的

な管理に関

すること

２－１
事業計画の内容が施設の設置目的に沿

ったものになっているか
１０

 ２－２ 適切な数値目標が設定されているか ５

 
２－３

利用促進（自主事業を含む）のための計

画が練られているか
５

 

２－４

利用者のニーズの把握や自らの管理運

営状況をチェックするモニタリング体

制が優れているか

５

 ２－５ 収支計画は適切かつ実現可能であるか １０

 ３ 施設の管理

を安定して

行う物的能

力及び人的

能力に関す

ること

３－１

施設の運営実績があり、運営ノウハウを

有しているか（また、施設の管理が適切

に実施されるか。）
１０

 
３－２

事業計画を実施するための適正な組

織・人員配置が練られているか
５

 
３－３

施設管理に必要な有資格者（経験者）等

が確保されているか
５

 
３－４

業務従事者への研修等が十分に確保さ

れているか（安全対策、個人情報保護等）
５

 

３－５

緊急時、災害時の対応策や利用者の安全

が十分考えられており、責任者や連絡体

制が明確にされているか

１０

 
３－６

利用者からの苦情・要望への対応策は適

切か
５

 ４ 地域活性化

への貢献
４－１

商工業者との連携や協働による事業展

開など、具体的提案がなされているか
５

 ５ その他
５－１

関係法令、条例を遵守するための責任体

制が整えられているか
５

 ５－２ 環境に配慮した取組がなされているか ５

 １００



17 

〈参考資料〉 

参考資料①　施設平面図 

参考資料②　駐車場用地 

参考資料③　現在の管理運営体制 

参考資料④　センター使用料金表（令和６年度から令和８年度） 

参考資料⑤　現在、市が設置している減免取扱基準 

参考資料⑥　備品一覧 

参考資料⑦　センター作業表（日常清掃及び定期清掃） 

参考資料⑧　過去３年間（令和５年度～令和７年度）の管理運営費の状況 

参考資料⑨　過去３年間（令和５年度～令和７年度）の室等利用状況表 

参考資料⑩　過去３年間（令和５年度～令和７年度）の市費負担によるセンター 

　　　　修繕費表 

 
 











参考資料②　　駐車場用地 

 

①５０台分（一部舗装） 

（※一部及び建物を除く　別添地図参照） 

 

②５１台分（一部舗装） 

 

 

参考資料③　　現在の運営体制 

 

＜管理運営体制の現状（令和８年度）＞ 

 

※ センターの運営管理については、阿南商工会議所が、令和６年度から令和８

年度まで指定管理者の指定を受けて管理している。 

 

 

統括責任者―実務責任者　　　企画管理担当（２人） 

 

 維持管理担当（委託） 

  

 

 保安警備担当（委託） 

  

 

 土日・夜間・祝日管理担当（委託） 

　　　　　　　　　　　　　　※現在は、阿南商工会議所職員で対応 

 

 

土地
所　在 地番 地目 地積

 阿南市富岡町今福寺 ３４番１ 宅地 １６８３．２２㎡

 

土地
所　在 地番 地目 地積

 阿南市富岡町今福寺 １４番１外７筆 雑種地 １２１３．３０㎡





参考資料④ 

（令和６年度から令和８年度）阿南市商工業振興センター利用料金表 

基本利用料と冷暖房利用料 

付属設備利用料 

※なお、椅子・ホワイトボード・スクリーン・マイクスタンド等は利用料金の対象から除外する。 

 
参考資料⑤　　現在、市が設置している減免基準 

 

※詳細については、別添のセンター条例を参照のこと。 

 
場所

区　分 午　前 午　後 夜　間 全　日
 時　間 9:00～12:00 13:00～17:00 18:00～22:00 9:00～22:00
 

１階 地域産業開発室 0,610 円（1,230 円） 0,920 円（1,850 円） 1,330 円（2,670 円） 2,870 円（5,750 円）

 

２階

展示ホール１室 0,820 円（1,640 円） 1,130 円（2,260 円） 1,640 円（3,290 円） 3,590 円（7,190 円）

 展示ホール２室 1,640 円（3,290 円） 2,260 円（4,520 円） 3,290 円（6,580 円） 7,190 円（14,390 円）

 展示ホール３室 2,360 円（4,730 円） 3,290 円（6,580 円） 4,830 円（9,660 円） 10,490 円（20,980 円）

 冷　暖　房 （　）が冷暖房設備を使用した金額

 ※当商工業振興センター施設の使用について、使用予約の申請があった場合、現在から６ヵ月迄を予約の

受付可能期間とする。また、使用予約のキャンセルの連絡があった場合、キャンセル料は無料とする。

その他、利用料金設定区分（時間）以前のレイアウトの準備に於いては、利用料金の対象外とする。但

し、申請書の備考欄にその日時を別に明記する。 
 
【割引】　　　　　　　　 
①　市内利用者は室利用料の５％を割引。但し、冷暖房費に相当する額（冷暖房設備を使用する場合の室

利用料と冷暖房設備を使用しない場合の室利用料の差額）は割引対象としない。 
②　市内利用者で商工業者の場合は室利用料の１０％を割引。但し、冷暖房費に相当する額（冷暖房設備

を使用する場合の室利用料と冷暖房設備を使用しない場合の室利用料の差額）は割引対象としない。 
③　①②の利用者であっても、入場料を徴収する場合は割引料金を適用しない。

 品　　名 単　位 １日の使用料

 机 １卓 0,100 円
 演台 １台 0,300 円
 レクチャー台（音響装置付） １台 1,020 円
 ワイヤレスマイク １本 0,　 510 円
 ピンマイク １本 0,510 円

 減　免　の　対　象 減免率
 市が市内商工業の振興に資する事業を行うために利用する場合 １００パーセント

 災害その他緊急やむを得ない事由により応急施設として利用す

る場合

１００パーセント

 市、他の地方公共団体、公共団体その他公共的団体等が公用若

しくは公共用又は公益上の目的のため利用する場合

５０パーセント
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Ｃ
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Ｈ
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参
考

資
料

⑦
阿

南
市

商
工

業
振

興
セ

ン
タ

ー
作

業
表

　
（
日

常
清

掃
及

び
定

期
清

掃
）
 

日
常

定
期

清
掃

場
所

清
掃

方
法

床 の 掃 き 拭 き

紙 屑 ご み 処 理

床 の 吸 じ ん

灰 皿 の 清 掃

流 し 場 清 掃 ・ 茶 殻 処 理

備 品 ・ 什 器 の 清 掃

手 摺 の 清 掃

衛 生 陶 器 の 清 掃

汚 物 の 処 理

鏡 ま わ り 清 掃

消 耗 品 の 補 給

扉 の 清 掃

硝 子 清 掃

金 属 部 分 の 清 掃

草 抜 き

荒 ゴ ミ 清 掃

床 面 洗 浄 ･ ワ ッ ク ス 塗 布

２ 階 外 窓 硝 子 清 掃

床 面 タ イ ル 洗 浄

貯 水 槽 の 清 掃

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

ホ
ー

ル
磁

器
質

タ
イ

ル
3

/
週

3
/
週

適
宜

3
/
週

適
宜

適
宜

適
宜

適
宜

風
除

室
磁

器
質

タ
イ

ル
3

/
週

3
/
週

適
宜

適
宜

地
域

産
業

開
発

室
ﾀ
ｲ
ﾙ
ｶ
ｰ
ﾍ
ﾟ
ｯ
ﾄ

適
宜

3
/
週

3
/
週

適
宜

適
宜

適
宜

事
務

室
塩

ビ
タ

イ
ル

適
宜

適
宜

適
宜

適
宜

適
宜

1
/
6

月

警
察

官
詰

所
塩

ビ
タ

イ
ル

適
宜

適
宜

適
宜

適
宜

1
/
6

月

展
示

場
ﾀ
ｲ
ﾙ
ｶ
ｰ
ﾍ
ﾟ
ｯ
ﾄ

適
宜

3
/
週

適
宜

適
宜

ホ
ワ

イ
エ

ﾀ
ｲ
ﾙ
ｶ
ｰ
ﾍ
ﾟ
ｯ
ﾄ

適
宜

3
/
週

適
宜

適
宜

適
宜

1
/
6

月

ホ
ー

ル
ﾋ
ﾞ
ﾆ
ｰ
ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾙ

3
/
週

適
宜

適
宜

1
/
6

月
1
/
6

月

階
段

ﾋ
ﾞ
ﾆ
ｰ
ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾙ

3
/
週

3
/
週

適
宜

適
宜

1
/
6

月
1
/
6

月

湯
沸

室
長

尺
シ

ー
ト

3
/
週

3
/
週

適
宜

1
/
6

月

１
階

ト
イ

レ
磁

器
質

タ
イ

ル
3

/
週

１
/
日

適
宜

１
/
日

適
宜

適
宜

適
宜

２
階

ト
イ

レ
長

尺
シ

ー
ト

3
/
週

2
/
週

適
宜

2
/
週

適
宜

適
宜

適
宜

1
/
6

月
1
/
6

月

ピ
ロ

テ
ィ

ー
磁

器
質

ﾀ
ｲ
ﾙ

適
宜

1
/
3

月

建
物

外
回

り
（
駐

車
場

含
む

）
適

宜
適

宜

花
壇

植
え

込
み

適
宜

適
宜

屋
外

非
難

階
段

適
宜

貯
水

槽
1
/
1
2

月

※
飲

料
水

の
水

質
検

査
　
　
1
/
６

月
　
　
　

（
参

考
）

１
階

外
窓

ガ
ラ

ス
（
９

６
㎡

）
　

２
階

外
窓

ガ
ラ

ス
（
１
０

３
㎡

）



参考資料⑧過去３年間（令和５～令和７年度）の管理運営費の状況

（単位：円）

令和５年度 令和６年度 令和７年度 ３ヶ年平均

5,475,000 5,740,000 5,740,000 5,651,667

2,066,280 1,886,010 1,973,670 1,975,320

179,100 139,700 228,900 182,567

478,529 256,996 534,684 423,403

8,375 642 0 3,006

8,207,284 8,023,348 8,477,254 8,235,962

人件費 2,460,000 2,520,000 2,520,000 2,500,000

光熱費 2,156,020 2,173,518 2,295,789 2,208,442

運営費 1,404,918 1,018,866 554,371 992,718

清掃・衛生管理費業務 994,136 1,024,612 1,022,952 1,013,900

冷暖房保守点検業務 0 66,880 0 22,293

保安警備業務 388,080 452,980 424,017 421,692

電気工作物保安管理業務 157,140 157,140 157,140 157,140

合併処理浄化槽保守点検業務 75,420 75,420 75,420 75,420

合併処理浄化槽清掃業務 198,000 198,000 198,000 198,000

合併処理浄化槽法定検査業務 12,000 12,000 15,000 13,000

消防用設備保守点検業務 67,048 67,048 67,048 67,048

土日・夜間・祝日管理業務 0 0 0 0

企画展等開催事業 115,422 117,184 114,880 115,829

自主事業 179,100 139,700 626,947 315,249

8,207,284 8,023,348 8,071,564 8,100,732

区　　分

指定管理料

利用料金収入

自主事業収入

雑収入

繰入金（商工会議所）

収　入　計

支　出　計

収

　
　入

固
定
費

自
主
事
業

支

　
　出

維
持
管
理
費
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1
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0
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3
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1
0

5
月
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4

0
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８
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９
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０
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参考資料⑩ 過去3年間（令和５年度～令和７年度）の修繕費表

（単位：円）

修繕内容 金額

地域産業開発室エアコン修繕 121,000

合　　　　計 121,000

２階男子トイレ小便器センサー取替え 297,000

合　　　　計 297,000

エレベーターかご内ＬＥＤ照明交換修繕 15,125

階段、通路ＬＥＤ照明工事 65,340

１階男女トイレタンク等修繕 121,000

合　　　　計 201,465

年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度


